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失われたピツ プー『大いなる遺産』序論

松 田 山央 男

Char les Dickens にと って二度目のf1伝的作品である GreatExtectations 

(1861)は今日 いわゆる教養小説 (Bildungsroman)に属するものとして

論じ られる乙とふ多川 ;ごうtzzzz日立:込江主
主ユニぷ ぷ ;様々な経験を通 して精神的成長を遂(1，ある種の成

熟を達成するというものである り乙のよう な教義小説としての解釈は，Pip

例「 卑叫物根性J-ef:コ;252:::::ftt
tLL;LL?:;::L2;らぬ願望の反映と捉える Q.D. Le山 の

ものめに至るまで，様々である。とは言っても，教養小説としての『大いな

る遺産』解釈を決定的に特徴付ける態度が存在するo それは，乙の作品を成

長した主人八 今yフ。が自らの過去の経験を正し く展望した物語 と理解した

りプ或るふ: 圧迫的な幻想、や恐怖から解放された精神的自由への前ぞの

物語とみなす読みののうち峨的に見 られる， i成長引 語り下ピ ツアの

道徳的権威，紳士になる夢の腐となってゆ く若いピ ッフとの関係におけるそ

の位置の安定性に対する信頼である。 乙 乙の教主主小
宅 り 手ピ ッ フ。の信頼性という問題を別にするならば， 確か ~C， 

説"としての解釈には一定の真理が含まれている乙とは明白てある。無知で偏

でうでう52232:tz:212Z;;;52?i5222222
にした村の生活lζ秘められた価値を再認識して，堅実な社会生活に入るとい

う物語の枠組みの中には，どのような怠味を読み込むにせよ，主人公のある

種の成長がある とは否定出来ないo しかし，だからと言って，大人になっ

。 吾 乙 』生一一若い頃の臼己の物語に対する解ボ者としてのそ

;;ヰム;;Liいえる訳ではない。教裳/胤と ω 解釈の中でも若

、ピッフ。の弘物性2強調する対トな型のものになればなるほど際立って来る

のが，大人になった現在の語り手が過去の白己に対して加える批判を無条件
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一lSOdead and buried ;and that the dark nat wilderness beyond 

ご:ニよ州a訓r吋d.i伽 ωdw叩 仙th匂仰k版e伐sa川nd mωOωun吟?an“d g伊a防

w机i比泊t出ωh

low leaden line b胸 附e句eyo卯O叫 ω : r 叫: ; ， w a s ω S 悶 and 

:::;::gtrL亡?i:;ニJ;「によエ::す ;;::λro向 aωofマ:J:1: 

l Jにとっては，自意識の誕生が，即，自分が置かれた立場の不安定， f
LLL機の詞識につながっている乙と凶目してお乙ぅ。翌日のク リス?

の宴会の場品乙見る通り，村での生活は， 少年ピッフ。にとって， 大人の自己

T f 

囚とiE:諒諒Z;2z;t?T官t:完:Zお;2:jぷぷJぷ;;:出訂主し叫脱獄脚
Ma勾gw州比
対する他者の脅威の認識を内包山る乙とに叫ωなωる。他者ご脅威によって脳

裏に刻み込まれた自己の姿とは，粗暴な姉以外全ての縁者・先立たれ，だ浪

と広がるほの暗い宇宙でー-人震えている無力な少年であった。回偲の冒頭で

示される乙の鮮烈な自画像は，語り手の側における不安な存在としての自己

認でう:tt;::立唯一の逃げ場がジョ ーであった。 Saω

House訪問を通して紳士階級の世界の存在を知らされる以前においては，

J;ZL4JTZ二出品iiZTfぶぷ
冶屋に弟子入りする日を心待ちにしていた。頭の弱さもあ て，周囲の大人

による虐待からの防壁とはな り得ないものの，彼は，と もかく陰ながらピツ
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友人は，まさにその限界κよって，ピップの直面する精神的危;慢の内容を照

射する。

囚人に命じられて食料とやすりを家から持ち出した乙とで，ピップは「盗

みJを犯したという罪悪感に囚われる乙と?こなる訳だが・乙の f盗みjとい

う行為自体は，クリスマスの宴会におけるそのどたばた式の決着からも知り

れる通り ，たいして内容はない。それが最終的砂年の罪悪感ω ながるの

は，n{tーの友人ジョーには話せない秘密の最初の発生であるからであり・よ

り木質的には，彼が持ち前の感受性似{ζ囚人附する同情を覚えE 従へべ

き道徳的規制についての混乱を来すからである。「沼地H:いる私の知り合い

の脱獄者は，御馳走の何と索敵な味付けソース同っていることだろうj

(第 5茸)と醒めた自で周聞の大人たちを観察し，ジョーと共iζ囚人接室の丘二

敗を祈るピップはp 既成の道徳からの逸脱を始めている。11)国王の名のもと

に囚人狩りを続行する兵士iζ対して， ピップの姉や村人選は何のためらいも

なくお々として協力してゆく。囚人K対して人悶としての同怖を表明しつつ

も，ジョーは，その大人としての自己の不在ゆえに世間的取殴との対立の立

北から 1~1 [lJなのに対し，少d引ま，大人の世界の道徳からの孤立を怠識せぎる

をねない。「盗.み」についての只相をジョー!と告白しなかった恕由を巡")て.

35・り手は，あれこれ分析した後.次のように結論付けている。そ乙には. 日

のような倒閣の世界と自己との対立.そ乙から生じる諮惑を巡ス沼剖みい h

少年ピッフ。の心に兆 lし始めた時lい影に対してF 世間的常総!ζよ

て)村守けようとする諸・り手ピップの盗勢が既!ζ見えているのでは J

T'iど

か

1n a ¥¥ ord. 1 ¥vas too co¥vardly to do ¥vhat 1 k :1C¥Y h' be right， ユS

1 had bcrl1 too co¥¥"at・dlylo 川 oiddoing ¥vhat 1 kne¥v ro be ¥vrong・

1 had had no intrrCO¥llSl' ¥¥lt:h tht' ¥¥orld nt that tin1{:~ ! and 1 inlitat't~ 

nonc of its 11lnny inhabitants ¥¥¥¥0λct in this nUHUlcr. \.~~:it 

untal1ght grnius! .1 111日【lcthc discover、of thc 1 i lh"' of actioll 

nl\~clL 

i司織の乙とが.ジョーから舟の1:芯を聞かされたn

正‘n

r 
、

ても認められる。「かわいそうな子U'~J であった ct 分を引き取引てくれたい

ぱロつを知lらされて.lfップがlぷ識の気持!と満たされj宣いて寸がq，七日一

の口-:応でなえば r-~の flll J込 しJ としで幹男岳町:必するj;1，，~dti (ま. ピ

ts. l'¥氾j:附が父なる保浪者ジaーによって{3.48されlゐ点相川町1111'"c' J)竜門

mo、
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作品の結末との照応を意識したも のであろう。 しか しながら，こ ?ょう了手

132;;:;ム;;73133:fi::?:;;;;;J;;;f
やはり疑問を抱かざるを得ない。
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• Y叩 as 1 w仇 1 beli閃 ω削 t1 ω d  a new admiはrででうitVaJJ;f{J

from t出ha抗tnight. We were equals afterwards，as v 

before;but，afterwards at qwtimes when Iω10伽 gat Jo: 
w sensation of feeling conSC10US 

and thinking about him， 1 had a new sens 
(第 7市)

that 1 was looking up to Joe in my heart . 

• 

. ， 

" 

. ， 

-・

司P 酒乱の父l乙苦労した母親の記憶ゆえに，自分の委の暴虐をひたすら我慢す

ζ232出品コ3231Tdf252;問
要ぷは余り無い。にもかかわらず 乙のような決定的なコメントが，しか

も，少年ピッフoの世界を一変させ'るサチス邸訪問の話がもたらされる杭前に

置ふれている乙とは いかにも暗示的と言えよう。

ジーーの弁明の本Eは，結局，父母の思い出附して敬度でありたいと:

う 願ふ他ti~ t 、。とすれば，過去の世代との連続性を重んじるジョ -u.J

生き方附;;よし 白の賛嘆の表明は，結末で強調さ九九来の世代との

ift:;::T55122;広;;;:で:;:1;:
敬意凶 器 り手の示唆するジョーの精神の高貴さではなく ，むしろ，乙の

よλな頼'り2ぃ{也者との粋のうち伺実の問題からの救いを求めさざ、るを得な

しい、:臼怠識lに乙目覚めた少年の危機の深刻さが窺えるの?、はT?1?寸川しい川、巾ゆカか〉
、けe ヨ一lに乙対する敬愛がいかlにζ深いものであつても，似にた1子入りをして一

人前を目指
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:Nliss Havishamの遊び相手としてサチス邸κ呼ばれたピップは，誇り高

い32少友 Estella から「卑しい矧者の小削とあからてまな隙を

深刻な動橋を来す。刺lの併によって自分という存在を織なく否定さ

たピッフqの心の焔みには，村の大人達の不正応対する感情とはよ元の途a う切

川 Zさがある。

1 ¥vas so hUlniliated， hurt. spurned. ofiended， angry! sorry-一一
1 cannot hit upon the right nanle for the snlart一一一Godkno¥¥l's \\~ ha 
its name ¥vas that tears st引-tedto 111Y eyes. 

..As I cried，I kicked the11rall.land took a hard tlvist at111y hair -

so bitter ¥verc my feelings， and ωsharp ¥vas the Si11art ¥vithou 

a nan1C， that needed counteraction. 

るムd ムd ヘJ引すよ『

その不可さ

泊ヲに臆病で.ω

氏のはる泌

ー.f -r ，( 

乙の杭後lζ掛り手は，少年であったn分がエステラの悶容に

お足く傷付けられたjが肉として ~ lJmの非道なd仕打ちにさらさ

(i njl.以.icc)(.ζ一人思い悩んで来たために当時の円分が「

じやすい人nりになっていたという・4尖jを挙げている。海:芯

りF ピップのこのような性質の'i互にあるものが「アイデンテ

定，h三在の不安J1:S) であり ?{l支を思う「名状し縫い桁みJがアイ司、ー

ィのfû: :憾の兆'(l~~である乙とは明らかである。エステラの出
つつ竿・うじて成立していた村の鍛冶民の子としてのピ吋プのれじ

せ，ジョーの跡を継ぐという徒治としての生活からのn己b

ずこのである。 14)

エステラをそのきと徴とするサ

• 

一£-...; 

A泣込l~H ‘が少年ビ

れらの生まれに対

いは.rqJi守 、回・

ては，Jll tζ「ぶった1123心siPi
'Ii~ ;~~J を生じさせたふのであるとか. IS〉

社会的{im'{I立}.~ì~f~J 16) を受け入れるとい f

典型l的な教jE小品的解釈が-1jの拘

が， リーヅ '.'スや J. .HiUis i¥4 iHer 

サチス J~I~体験とは，村や沼地の前l~~で tlt測な i伏見と

D '~G .~~でおり ， r処{保)J の ~J

~やジローの~tO)j込い郎何l と!
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るという。乙の見万は，ピップはエステラを通して「何か特定のものの欠如!

として自己を定義Jするのに成功し， i望ましい未来の自己の姿を定義」す

る乙とで人生の怠味を見出だしたのだとするミラーの主張18)とも芯本的に共

通するものと言えよう。新しい生活の内容という問題を別とすれば，少年ピ

ップの反応についての読みとして乙 の主張の妥吋性は疑う余地が無いと乍省

には思える。乙乙で我々が自にしているのは，円己の世界の低俗さ，n分rI 

身の知山I，不足を痛感させられ， しかも，そ乙からの脱出の不可能を忠誠し

ている少年の絶望的な反応なのである。

舵かに， i道徳的lζ臆病で感じやすい人聞になっていたJという語り手の

いささか弁解じみた口調の哀には，俗物化の契機という，後iζ本俗化する社

会 (J'J，教長小~的視点による位置付けの芯図が感じられなくもない。それ

に，サチス 1\1~内部の描写に示される死と腐桁の雰囲気など， 新しい世界その

ものの価似は疑わしく描かれている。しかし，一息ついたピップのμたもの

~IIII B鬼没で，樽の上をwき阿ったり，ついには「まるで宅r1'へ抜け山て

行くかのように，はるか頭上の問廊から山て行く」エステラの姿や， ~~ζ 

は，梁lζ首を指ってぶら下がっているミス ・ハヴィシャムの幻覚など一ーの

うちには ， サチス氏I~体験が村の少年の感受性に与えた衝撃の深刻j さ，そし

て，同時に，暗い死の影を秘めたものではあるが，未知の可能性のイメージ

が矧える。そ乙では，i望ましい未来の臼己の姿」が取るべき明確な形はIl忍

川されてはいないものの，ともかく，現在の自己を超えるための模索，可能

性の抹求が始まっており，村の少年の混乱した不安な窓識に初めてある砲の

水心性を付与している。乙のような探求n体がピッフ。に生の怠味の発μをも

たらすのである。紳士の世-界が辺徳的iζ空j主であるか否かという社会リアリ

イム (I'~ な問題とは関係なく ，その新しい世界に向けた怨、像ノJの経験，生きる

ための間人的 fiction創造という n己探求の軌跡としてのピ y プの物必の理

削丸作品全体の解釈に不可欠なものである。乙のサチス郎やロンドンにお

けるピップのド街 Barnard'sInnが荒廃， 腐朽の comic-grotesque な悩

写を通して精神的死の象徴として位置付けられていながら，語り手ピップを

通して ζ の死の世界を描くディケンズが，討を独特の想像力を発f4iする場とし

てその描写を明らかK楽しんでいる乙とも，若いピップの.tt像力の経験に対

する間接的な， 意図しない弁~となっていると恩われる。

紳士の世界の存在を知ったものの，村lζ生きるしかないピップの孤立感，

s折感を客観的iζ義付けるのが，作り話の一件である。ピップは帰宅する

(493 ) 
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之れたJ(第13章) ピッフ。が惨めな気持になるのは吋然である。村の!世界iこ

Lり放された当時の心境を回怨する第14立は，けの家を恥じる公:附惨め

さ， i人生のあらゆる興味やロマンスの終蔦」という絶望感など， ピップの

過去の瞬間を直接的に伝えるものとなっている。鍛冶場・で働いている安をエ

ステラ lζ見られたらという恐怖と幻似など，そ乙にはサチス邸体験によるじ

いらの臼 己の変化の不可避性が，単純化，剥 11化という献を超えて抗防え

られている。

How much of my ungracious condition of mind may have b? 

mv own fault， how much Miss Haviω m's， how much my sis…' 
…ow of no moment to me or tomone The change was-m 

in me;the thing was done. Well or ili done，excusably or inex-
(第1472)

cusably， it was done. 

ーィティの危機に陥っているピヅ
l 村の出界で乙のように孤立し，アイデ、

プが， i大いなる遺産相続の見込みJを知らされて直ちに匿名の，恩人が臼ら
ごャムだと誤解する(第18

の込町の対象であるエステラの養母ミス ・ハヴィ

意;のは必吠と言えよう o 徒弟の生活からの臼己疎外崎面する彼は，サチ

ス邸の後継者としての屋敷の再建，姫君エステラとの結ヂという周囲の人間

も誤解している通りのいかにも本当らしい「ロマンスの右き騎上J(第29立)

としての自己の役割，新たな臼己を進んで引き受けるのである。 、、 υ 

迫産相続の話がもたらされる以前から，ピップは，円分がミス ・ハワ ン

:の男性に対する復讐の最初の対象日れている乙とは惜していた(第

土台ロヰヰzr33T22A三ぷ272担
エステ ラの意味を確認す'るものとなっている。その章の終わりで語り

つての l対する戚↑占を「来高で
下は，ジョ ーに対する宏、恩に思い及ばず，エステラ乙 ー-
大いなる戚↑勺 だと戸 ていた過去の白分を悔やんで見せる。しかし，過去

の自分の抜;難い暗J動を宏、却 して浅薄な一時の夢と捉えようとする大ノ

;::::ぶ::;:::;;iZJ:::;;iエエ:;ロ;;tf;::;:;ぷ:;
my boyhood--from all those ill-regulated asDirations that had 

(495 ) 
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Z2tF2;:品;:η:;(2211LZ;::'ら:;
るものと考えるべきであろっ。
紳上ピツプの生活において抑rEされている過去とは，言 うまでもなく ，一

つにはジョ ーやビディと過ごした村での生活であ り，)L!J乙は，幼い I¥のi人I}
‘ョーを遠 ざけようとするピ ップの「宏、

;ftz;;主;;tJLjしてコ;広出j:;江口
て来たような語り手ピ ップによる若いピ ソ

語の教訓化の企ての全面的な展開の坊となっている。

例えば，サチス邸訪問に当たって結尉ジョーの加には泊まろうとしないぶ

い附の心理を回怨する コメン ト (第一;22Lt;21Zj吹Lf
l:'切12;22;ff;。;;zhみ込まれているo 乙のよ::T
の生活の記憶の抑圧に対する批判は，結局， Iパ中}いI ~産E~階持級の上昇志|肺向れ向J ~に乙 1げ~ -j ~ 一

う?i:;う虫;;:T比:ι己:官詰TE出jZZ芯1:ご2J::
Lニ広:2:2;:r、空牢牢空笠竿;立Z:C、:口:Tr?亡官:7?点;二2?2以3ぶぷ2包包t2;辺;品ぷぷ品品;JJ詳出;;:出::己t:呉t
会鋭話(第崎 第飢3鴻 )を記す'過去のn分の倒性を殊吏際立たせるよつな

粗野と言うム何傾い語り 口bにζも見て取る乙とが州出服来よう o25) jfEl 1;:の抑圧に対す

る語り手ピップの批判は 乙のF-A，語り手自身の過去の折]月をも明るみに

1¥1しているo 若い ピッフ。ふ直面;ているのは「忘恩Jなどとしう道徳的問題

ではなし 臼らの生きる文脈の不在という存在論的な問題なのである。岩い

ピツプ 内まとう 闘 的な惨めさり円;出:ぃ3122?Z1;
ic:21;:fTiTi;52ぷみ況の認識であり ， 乙の不安な~\
窓識は，中三階級道徳を持ち出す語り手の手を擦り抜けるo俗物化批判は，
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Lr二三品12ti記 広;;AL:;巴;
人の出現は，紳士ピッフ。の臼己を崩壊させ，最終的附ζ 「?剛生」を

もたらす乙とになる 乙の抑圧された過去の亡霊は，その生叩の危険を通し

ヅの人を動かL，もう一つの否定された過去であるジョーに対する理

解;品:2る。ピツフ~O ~ζ 臼己の再統合をもたらすべく ， 現在の生活のうち
に秘められている過去の閣を再認識させるのが乙の囚人の役訓なのである。

ピップが彼ゆえに故郷の沼地に誘い出されて死の危機に直面し，乙れまでの

一生を再体験したり(第53章)， 或るいは， i故郷の沼地に似たj テムズJI ¥ 

下流で， 国外脱出を図るマグウイツチと阻止しようとする元い Compey-

sonとの二人が格闘，水没し，zfTクリスマスの夜幼いピッフ。か沼地で目撃し

た過去の光景を再現して見せたりする乙と(第54章〉は，その一環と考える

乙とが出来るo ヴ ン ムの男性に対する復1出や遺産狙いの親族を苦しめ

る122iiゐ;;¥よえて，紳士を所有するという囚人の拶叩込ま

れた単なる酬であった乙と印されたれプ比恩人マグウイツチに

して誠実を守り払，裁判の場面(第5日6章) ~にζ示されている通り ， 彼のために一
土の体面と決別さえするものの，未整理の過去の幻影の前に無力であり，そ

の混沌の中に呑み込まれる。マク、、ウイツチの病死後一人残さーピツプは，

他者か山られた役割の消失の中で，新たな主体性的つん門己T?
という課題に直面する。熱病に羅った彼を製う悪夢は，そのアイ デ ーァ
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は，紳士の世界に憧れた少年の

記英凶社会全体の上昇志耐の

れた人間性邸ヲミの過程とし戸

過去のうちにある本来のr1e手

の過程として抱えられて

して闘がされた…

h かな一節ではあるがF26》口

ピップの
句a・

reat expectatlons 
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タミわれたピッ 7

、ぅピ ρoの夢は挫折凶わっているo しかし，との乙とは，

zztt;二 過去明的問を求める1JU(J)~虫の終駕15:;;ぷ
ではないし， A ョーがビディと築くヴィク トリア朝家庭ペぃ ー
らの彼の離脱;窓味する訳でもない?27〉存純制l危仙山もω本
来る未妹来の世州代仰lに山乙

:口rJ:ピ;ご7九i:誌;;Z;;話i謀ぷ;主;:3:1riT?z誌:芯i品μ与孟品:芯:訟:Lみ皮のロ己探求の物訟

は家庭の神話のうちに葬り去られ，Jtt (ζ克服されるべき平としての間1，1
けし州えられないo i二人の普天使jω 附するピ ッフの徹底V、岬悟の

台詞什 その直前の，i忘恩」を責める「おしゃこり;?〉ぷぷぶ

w ill ha ve children 
lore. Dear Joe， 1 hope you W l 

: j n  
one out of it for ever us and unjust;only tell 
don't tell him，Biddy，that I was ungenero both so good and 

(第581雲〉
to grow up a much better man than I did-' 

紳士としての生活に秘められた過去の抑圧を克服して自己の再統令へとコE

Z33L272Zlf2t213Ti込なみ2212'っ
ているo そして，不幸にして，語り手ピ ツプは必ずしもその乙とを理解して

いないと思われる。語りの対象としてftit-111iLi:ぷ;2

i z 
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しての教育を受けた以上鍛冶場Kは戻れないものの，精神的!ζは何ら変わり

なくブノレジョ ア社会iζ再統合された現在の語り手ピップの姿がそ乙Kある。

Many a year ¥vent round， before 1 ¥vas a partner in the House; 

but， 1 lived happily ¥vith I-Ierbert and his ¥vife， and lived frugal1y~ 

and paid my debts， and ll1aintained a constant correspondence ¥vith 

Biddy and Joe... .¥Ve ¥vcre not .in a grand ¥vay of business， but ¥ve 

hnd a good name， and ¥vorked for our profits.. and did very \\~el1. 
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pq外lζ出たとは13ぇ.エステラ !ζ対する今や純粋K個人的

附以外の点においては，このピップを亡命者と見るの

か。

11年間の京洋での生活の後故郷を訪れた彼は，失われた自分の代わりと J

る小さなピップをジョーの般治協にQ出だす。生きられなかった

ての生析を乙の自分の生まれ変わりの少年に託すピップド 官民 1 -1>..品エ ー

邸でエステラと再会する。現行の結末では二人の結婚lの隠

そのことは.r瓦れなJFJの終わりをピデ

するものではない。エステラ

の惨めな辛い生活を過 してピ、

1~1 は ， かつてのピッフ。の設の本質で‘あった非合浬的な暗い

1\L~'f目的 iζ!113化するものである。「点れな去り は克服したと

は ， 教謎小jilt としての解釈者からは r ピップの成熟した I~l

1抗的な杭IV~ J と呼ばれているが . 30〉 精神的に成長したと さ

ばれる「成長 したJ ピップとい う図式の~t'r於 f，ζは ? i涜り ?11 ピ

己制見(Igな盗勢が司はいているのではないか。

U'iJJ倹力行がf1然、と1411111止につながる とい うギ制なi世界

なジ ::1ーの価船体系と上保志向のヴィ

.. 
、

ーと必ずしも示1，6
わレと

}.. ... ~:"'
¥:.... 

.スビ
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エ
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、

前とを州立.させてい る同り手!ζ l~ ・

JはF もはや捕らえ航b~他者

lt: 
、ピー-

拘陪岡常

として完了いピ ッ プの的却をfü.~]ミしようとするおり乎のぬn

ぺ|添!ζ作11111から立ち別れるのは.~制11"に終わった n 己

ゐ。過去のピ γ プの本 ~'í

ろが， ifi- り子ピ ップにとっては n 己の妹、人~ l終わり
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人としての生活の中で，若い日の自己の幻影は時の彼方lζ失われたのであ

る。
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